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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
腋窩型松葉杖は整形外科疾患等に起因する歩行障害に対し，歩行能力の維持あるいは
獲得のために用いられる福祉用具である．しかし臨床上様々な問題が存在する．本論文
ではそれら諸問題に対する解決法を提案し，その有効性を明らかにしている． 
 第 1章および第 2章では，研究の背景，研究の目的，および松葉杖について総説的な
考察を行うと共に，腋窩型松葉杖歩行における問題点を先行文献および著者によるアン
ケート調査を用いて明らかにしている．具体的には，理学療法士 40名に対し行った理
学療法士および利用者の意見に基づく「腋窩型松葉杖を利用者に適応，指導する際の問
題点」に関するアンケート調査により，問題点として１）高齢者への適応は困難である，
２）脇当てが腋窩から外れやすい，３）手掌部の疼痛，４）床・階段で松葉杖が引っか
かる，５）調節型松葉杖の長さの調節が難しい，などの問題が存在することを明らかに
した． このうち高齢者への適応に関する問題については解決策の難しさを，また床・
階段で松葉杖が引っかかる問題については松葉杖指導による解決策を第 2章で述べた．
そして残る問題のうち，調節型松葉杖の長さの調節が難しい問題については第 3章で，
手掌部疼痛に関する問題については第 4章で，最後に脇当てが腋窩から外れやすい問題
については第 5章および第 6章で詳しく述べた。 
 第 3章では，腋窩型松葉杖歩行の安全性に関わる最も基本的な調節型松葉杖の長さの
調節が困難である問題の解決のため，現行の調節型松葉杖の伸展棒調節穴間隔の妥当性
について検討を行った．その結果 JIS（T9204）で規定されている伸展棒調節穴間隔
40mmの木製調節型松葉杖は，約 10人に 1人が不適合となる可能性が示唆され，臨床
での使用に制限があり妥当でないことを明らかにした．また伸展棒調節穴間隔 25mm
の金属製調節型松葉杖は利用者全員に適合しており臨床での使用に問題がなく妥当で
あると示唆された．ただし，伸展棒調節穴間隔 25mm の金属製調節型松葉杖は選択で
きる調節穴が 1個しかない場合が存在するため，妥当性はあるものの有用性が十分でな
いことを示し，複数個の調節穴選択が可能となる伸展棒調節穴間隔は 15mm 以下が望
ましいことを明らかにした． 
 第 4章では，腋窩型松葉杖歩行の快適性を損なうだけでなく，手根管症候群など腋窩
型松葉杖歩行の安全性に悪影響を引き起こす手掌部の疼痛について検討した．手掌部疼
痛の主要因は腋窩型松葉杖歩行立脚期に全体重を 2 つの握りで支えることにより生じ
る手掌部に加わる圧である．そこで圧力センサを用いて握りに加わる圧とその分布につ
いて運動力学的に解析し，手掌部に加わる圧の検討を行った．検討の結果，腋窩型松葉
杖歩行時の手掌部に加わる圧は主として近位中央から近位尺側にかけて加わる傾向が
あり，また圧が握りの一部に偏り集中する傾向があることを明らかにし，この圧の偏り
が手掌部疼痛発生の主要因の一つであると結論づけた．そして，その結果を基に減圧・
除圧と圧の分散の両面から手掌部疼痛軽減対策の提案を行った． 
 第 5章では腋窩型松葉杖歩行時の脇当ての腋窩からの脱落について検討した．腋窩型
松葉杖歩行時の脇当ての腋窩からの脱落は転倒事故に繋がる重大な問題であり利用者
の安全性および安定性を向上するためにも要因の解明と軽減対策は重要である．そこで
脇当ての腋窩からの脱落軽減を可能にする松葉杖構造変更の提案を行うため，まず 3次
元動作解析装置および圧力センサを用いて腋窩型松葉杖歩行における脇当ての腋窩内
での安定性について運動学的・運動力学的に検討し，脇当てが腋窩から脱落する要因の
解明を行った．その結果，腋窩型松葉杖歩行における脇当ての腋窩内での安定のために
は，松葉杖立脚期では脇当ては水平面上において胸壁の形状に対応して外旋方向へ変位
すること，および左右の脇当ての同期が必要であること，そして特に肩関節内転筋の筋
作用の不十分さを要因とする松葉杖立脚期中の脇当てに加わる上腕側と胸壁側の間の
圧差をなくし均等に近づけることが重要であることを明らかにした． 
第 6章では，本研究の主題である脇当ての腋窩からの脱落軽減を可能にする松葉杖構造
変更として，5章の研究結果に基づき，握りに外旋角度を設定する握りの配置位置変更
の提案を行い，現行握りと比較により有用性の検討を行った．検討の結果，現行握りに
おいて上腕側と胸壁側に加わる圧の圧差が大きい場合，すなわち脇当てを腋窩内で安定
して保持することが不十分であると考えられる場合には，握り外旋角度設定を行った腋
窩型松葉杖により上腕側と胸壁側に加わる圧の圧差が小さくなることを明らかにし，松
葉杖構造変更として握りの外旋角度設定は脇当ての腋窩からの脱落軽減に有用である
ことを示した． 
 第 7章では，本研究で得られた結果がまとめられている． 
以上のように，本研究により腋窩型松葉杖歩行時の諸問題について要因の究明と対策
が図られ，松葉杖改良を軸とした解決策を明示することができたと考える．これらの解
決策は腋窩型松葉杖歩行の安全性および安定性の向上に寄与すると考える． 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は，臨床上様々な問題が存在する腋窩型松葉杖の保持安定を目的に，それら諸
問題の原因を究明，解決法を提案し，その有効性を明らかにしている． 
公聴会においては，約 20名の出席者があり，利き手・利き足による結果への影響，研
究の動機や研究の独自性，杖使用時の転倒件数，患者と健常者の歩行状態の違いによる
結果への影響，杖訓練の現場への結果の利用法など様々な質問がなされたが，いずれも
著者の明快かつ詳細な説明によって質問者の理解が得られた． 
 以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
